








































































































































Northeast passage (NEP) 
北極海航路 



















































距離が 60% 〜 70%. 
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国際北極海航路開発研究 
INSROP, International Northern Sea Route Programme 
基幹組織： 
    CNIIMF, ロシア中央海洋・設計研究所（ロシア） 
    SOF, シップ・アンド・オーシャン財団（日本）：現、OPRF 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スエズ経由：26日間 
INSROP時に使った25,000DWTのコンテナバルク耐氷船を想定。	  
開水時船速＝14kt.	  
1957年〜1990年の平均氷況	
2007年の氷況	
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ＩＮＳＲＯＰの成果	
•  166の研究プロジェクトレポート	
•  書籍３つ（２つは英語、１つは日本語）	
•  ３回の国際会議	
•  ＩＮＳＲＯＰ　ＧＩＳ（地理情報システム）	
•  北極海航路運航シミュレーション
•  北極海航路実船航海試験
	
15	
北極海航路実船航海試験 
現実の夏季氷中航行, 1995年8月	
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航行支援システムのために	
•  氷況の将来予測が必要。 
•  航路選択に自由度が必要。 
•  夏季海氷情報の高度化。氷厚、メルトポンド等 
•  夏の航海では「砕氷」航行は殆ど無い。 
•  船が高速で氷塊と衝突するリスクがある。	
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航路利用のための海氷分布予測	
•  短期予測：北極海に入った船舶の航行支援のための予測。 
数日から2週間程度先までの予測。 
計算による予測。 
•  中期予測：航路の利用可否および利用可能期間決定の
ための予測。 
春の終わりまでに夏の海氷分布を予測する。 
人工衛星による海氷観測データを用いた統計的予測。 
•  長期予測：長期的経済予測や新造船計画作成などに必
要な予測。 
次年から、商船の寿命である20〜30年程度先までの予測。 
地球温暖化予測の高精度化。	
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1a. 数値モデルによる海氷短期予測 
 
3. 海氷が船体に及ぼす影響の解析 
船体着氷の影響把握 
 
2. 人工衛星による航路上の氷況モ
ニタリング 
 
4. 経済性評価と航行システム提案 
 
北極航路航行支援システム	
1b. 衛星データ解析による海氷中期予測 
 
モデル検証・改良のための 
海氷データの提供	
中期予測に基づく注目 
海域の絞り込み	
海氷・海洋系の
他課題との情報
共有 
現在までの連携体制	北極航路航行支援システム	
文部科学省「グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス」（GRENE）事業 　北極気候変動分野	
研究課題7-1 『北極航路利用のための海氷予測および航行支援システムの構築』全体像	
安全かつ効率的な氷海航行のために	
氷海航行を、昔の様な「冒険」には、もうしない。 
この中で、氷況予測は重要な位置を占める。	
「安全」を絶対忘れるな！ 
敵を知り、己を知れば百戦危うからず。 
今必要なこと	
•  プロジェクトの個々の研究テーマの成果が
ある程度出てきた。 
•  業界等、外部からの忌憚なきご批判、ご要
望を頂きたい、それにより次のステップを明
確にしたい。 
•  国際連携。	
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